
高
知
・高
知

城
伝
下
屋
敷
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一局
知
市
丸
の
内

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
１
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一品
知
県
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
大
野
佳
代
子

・
池
澤
俊
幸

。
今
田
　
充

・
久
家
隆
芳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
初
期
、
古
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
高
知
城
内
堀
の
南
西
隅
外
側
に
位
置
す
る
。
当
地
に
存
在
し
た
施

設
名
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
同
時
代
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、
『皆
山
集
』
な

ど
後
世
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
近

世
の
前
期
及
び
後
期
に
は
藩
主

山
内
氏
に
関
連
す
る
施
設
が
置

か
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

調
査
で
は
、
中
世
末
か
ら
近

代
に
至
る
多
様
な
遺
構

・
遺
物

畑

が
検
出
さ
れ
た
が
、
近
世
段
階

高
　
の
遺
跡
の
性
格
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
は
、
近
世
前
期
に
廃
絶

し
た
素
掘
り
の
堀
、
「松
平
土
佐
守
」
の
名
が
見
え
る
木
簡
、
山
内
氏
の
家
紋

で
あ
る
三
ツ
葉
柏
紋
の
軒
九
瓦
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
上
質
の
部
材
を
使

用
し
た
井
戸
や
、
建
物
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
石
列
、
埋
桶
、
瓦
溜
め
、
廃
棄

土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
土
坑
か
ら
は
陶
磁
器
や
木
婿
な
ど
と
と
も
に
焼
塩
壼
、

漆
器
、
調
度
、
下
駄
、
木
簡
、
遊
戯
具
な
ど
多
様
な
遺
物
が
出
土
し
た
。
な
お
、

当
地
は
明
治
八
年
に
高
知
裁
判
所
と
な
り
、　
一
人
九
六
年
や

一
九
六
二
年
に
新

築
の
記
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
遺
構
も
検
出
し
た
。

木
簡
は
六
つ
の
遺
構
か
ら
計
四
人
点
が
出
土
し
て
い
る
。
土
坑
状
遺
構
Ｓ
Ｘ

二
は
調
査
区
西
北
部
の
堀

一
内
で
検
出
さ
れ
、
幅
約

一
。
人
ｍ
深
さ
約
○

。
九

ｍ
を
は
か
る
。
堀
埋
没
後
に
掘
ら
れ
た
廃
棄
土
坑
か
堀
埋
没
時
に
集
中
廃
棄
さ

れ
た
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
陶
磁
器
類
か
ら

一
七
世
紀
後
半
に
廃
絶
年
代
の
上
限

が
求
め
ら
れ
る
。
ω
ｌ
①
の
三
点
が
出
土
し
た
。
土
坑
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
九
は
調
査

区
東
部
で
検
出
し
た
。
近
世
前
期
の
遺
物
と
共
に
近
世
後
期
の
遺
物
が
少
量
出

土
し
て
い
る
。
い
０
な
ど
三
点
が
出
土
し
た
。
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｘ

一
一
は
調
査
区

北
部
で
検
出
し
た
。
大
部
分
は
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
深
さ
は
約
二

・
六
ｍ
を
測

る
。
０
が
出
土
し
た
。
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｘ

一
三
は
調
査
区
の
東
端
で
検
出
し
た
。

後
世
の
破
壊
に
よ
り
平
面
形
は
不
明
で
あ
る
が
、
幅
三

・
七
ｍ
程
度
と
推
定
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
深
さ
は
約

一
ｍ
で
あ
る
。
０
ｌ
⑭
の
人
点
が
出
上
し
た
。

廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｘ

一
五
は
、
調
査
区
内
で
東
端
に
突
出
し
た
Ｏ
区
で
検
出
し
た
。

平
面
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
軸
四
ｍ
を
越
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土

遺
物
の
量

・
種
類
共
に
特
に
豊
富
で
あ
る
。
⑮
ｌ
の
な
ど

一
五
点
が
出
上
し
た
。



2001年出土の木簡

遺
物
か
ら
み
た
廃
絶
年
代
の
上
限
は
、
Ｓ
Ｘ

一
三
が

一
九
世
紀
前
半
、
Ｓ
Ｘ

一

五
は
幕
末
か
ら
近
代
初
期
に
比
定
さ
れ
る
。
井
戸

一
は
東
部
中
央
で
検
出
し
、

現
状
で
内
径
約
○

・
八
ｍ
深
さ

一
。
九

ｍ
を
測
る
。
三
二
枚
の
板
材
か
ら
な
る

縦
板
組
の
井
戸
枠
を
と
も
な
う
。
”
は
枠
材
の
一
点
で
あ
る
。
そ
の
他
の
枠
材

の
う
ち
二
〇
点
に
も
墨
書
が
あ
り
、
「下
か
五
」
と
判
読
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
遺
跡
で
は
陶
磁
器
に
も
墨
書
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
Ｓ
Ｘ

一
三
で

「□
□

〔
賄
方
力
〓
、
「東
　
休
息
所
　
□
」
、
「西
裏
　
休
息
所
」
、
他
の
近
世

後
期
か
ら
近
代
初
期
の
遺
構
や
包
含
層
で

「南
」
、
「□
賄
」
、
「歳
霜
」
、
そ
の

ほ
か
釈
読
不
能
の
文
字
が
、
食
器

・
貯
蔵
具

・
紅
皿
な
ど
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、

当
地
に
存
在
し
た
施
設
の
性
格
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
。

こ
こ
で
は
、
残
り
の
良
い
も
の
や
釈
読
が
あ
る
程
度
可
能
な
木
簡
を
掲
載
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｘ
Ｏ
二

⑪
　
。
「
　
　

ｏ
　
拾
八
番

松
平
土
佐
守
様
御
用
讃
岐
や
兵
助
　
」

。
「日

回

四
斗
入
り
□
か
け

ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　岸『〕〉〈卜伽〉〈〇　〇ＰＰ

②
　
。
「
＜
□

　

」

。
「
＜
口
口
□
」

①
　
。
「
ｏ
圏
」
（刻
印
）

・
「
ｏ
圏
」
（刻
印
）

Ｓ
Ｘ
九

〔長
力
〕

ω

　

「□
人
　
一ハ
兵
衛
　
勘
兵
衛
」

働

　

「
＜
寅
弥
太
」

Ｓ

Ｘ

一

一

〔士
口
ヵ
〕

⑥
　
。
「
＜
□
四
郎
　
　
　
　
」

。
「
＜
北
□
　
　
四
半
計
」

Ｓ
Ｘ
一
三

０
　

。
「　
口
下
女
壱
人
　
」

。
「　
文
化
八
年

ｏ
未
二
月
改

剥
堀
盪

Ｐ
８

×
露

×

Ｐ
『
　

自

Ｐ
　

　

‐４

Ｐ
『
ω
×

∞
卜
×

い

ｏ
∞
］

⇔
Φ
×

卜
∞
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
］
沖

Ｐ
ヽ
卜

×

『
〇
×

Ｐ
∞

　

Ｏ
Ｐ
μ

Ｐ
∞
卜

×

ω
］
×

解
卜
　

ｏ
ω
∞

μ
］
∞
×

∞
ｏ
×

Ｎ
　

ｏ
∞
］



(8)

「
＜
□
□
村
助
□

「
＜
□

「佐
岡
村
　
長
吉
」

「吉
四
斗
入
　
　
」

「日

　
　
　
回

口
回
倉
同
日

日
回

口

　
　
　
回

０
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「　　　　　　　ｏ

日
Ｈ
日
日
Ｈ
回
平
入
」

□
村
長
一

□
□
四
斗

「御
料
理
方
日
Ｈ
Ｈ
里

【
イ
距
軍
〕

「　
□
□
霊
綜
賜
里
」

「深
川
善
蔵
様

行
」

（
μ
ヽ
本
）
×
中
⑮
Ｘ
い
　
０
俊
Ψ

Ｐ
卜
ヽ
Ｘ

や
∞
Ｘ
く

　

Ｏ
Ｐ
い

Ｐ
ｏ
Ｏ
Ｘ
い
ミ
×
６
　
０
ド
ド

（０
い
）
Ｘ
（
騨
∞
）一Ｘ
ヽ
　
〇
∞
中

囀
い
Ｏ
Ｘ
Ｏ
●
※

卜
ω
　

Ｏ
μ
Ｆ

戯
ドミ
送
響

０曾

⑭
　
。
「
　

　

『□
』

『御
く
ら
』
（刻
書
こ

名
§
　
　
□

〈け
　
　
　
　
　
　
　
　
」

Ｓ
Ｘ
一
五

⑮
　
。
「　
廣
吉
屋

０

只
平
」

。
「
ｏ
四
〆
五
一百
　
」

ω
　
。
「
く
夜
須
村

。
「
＜
九
衛
門

働

　

「蓮
池
村
只
平
」

⑭

　

「
＜
永
野
喜
作
計
」

⑬
　
・
「
＜
甲
原
村
回

。
「
く
吉
米
四
□

甫
置
０
×
楓
岳

０９

岸
沖
い
Ｘ
∞
ヽ
×
∞
　
ｏ
μ
μ

（ヽ

じ
×
８
×
寓

ｏ
∞
Φ

Ｐ
Ｆ
囀
Ｘ

ω
Ｆ
※

０
　

０
い
μ

｝
∞
⇔
Ｘ

”
Ｏ
Ｘ

↓
　

一Ｏ
ф
∞

（
Ｐ
ф
Ｏ
〉
Ｘ
∞
０
×
０
　
０
∞
ｏ

（右
側
面
）
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「□
村
□
　
」

「□
斗
九
升
」

「御
や
し
き

ｏ

井
上
雄
次
郎
様
　
江
口
庄
左
衛
門

村
野
□
□
郎
様
川
村
来
吉

「　
　
　
　
海
上
安
全

日

日

日

日

＝

廿

「　
賓
積
院

０

□
音
丸
」

「　
賓
積
×

□
音
九
」

〔観
力
〕

「
ｏ
草
履
札
」
　

（刻
書
）

「
ｏ
［日
――
□
」
　

（刻
書
）

回
三

　

□

ド
ｏ
Φ
×

∞
岸
×

］
　

ｏ
¨
Ｐ

庁
∞
ｏ
×

卜
〕
×

卜

　

〇
岸
Ｐ

（
伽
卜
や
）
×
∞
Ｏ
×
牌
ｏ
　
ｏ
ω
岸

庁
Φ
『
×

Φ
φ
×

『
　

ｏ
解
μ

中
Ｐ
ω
×

い
い
×

Ｐ
Ｐ
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

岡
田
□
□
□
様
　
賀

代
代
永
』
　
　
　
　
　
　
∞∞撰
ａ
］×
富
ｏ２

納Ｗ　　　　　［日］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（滓囀∞）〉（］〇］〉〈岸∞　〇ヽ
働

井
戸

一

働

　

「
下
合
今
五
ロ
ノ
打
□
□
日
――
日
壱
枚
」
　

Ｐ∞］衰
Ｐ伽巽
ふ

ｏ営

⑤
の
上
端
は
、　
一
部
欠
損
す
る
が
、
削
ら
れ
て
い
る
。

⑭
は
下
端
欠
損
す
る
が
、
原
型
は
〇
三
三
型
式
と
推
定
さ
れ
る
。

⑬
⑭
は
曲
物
の
底
板
で
あ
る
。
②
は
曲
物
の
側
板
で
あ
る
。
い
は
将
棋
盤
で

あ

る

。
内
容
に
つ
い
て
、
出
土
点
数
が
多
い
近
世
後
期
の
も
の
か
ら
み
て
い
く
と
、

ま
ず
村
名

。
人
名

。
内
容
量
の
項
目
の
す
べ
て
あ
る
い
は

一
部
を
記
す

一
群
が

存
在
す
る
。
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
形
態
は
先
細
り
の
平
面
形
を
呈
す
る
も
の
と
、

上
部
に
切
込
み
を
も
つ
も
の
に
集
約
さ
れ
、
荷
札
に
は
こ
の
二
種
の
形
態
が
想

定
で
き
る
。
墨
書
の
部
位
や
内
容
で
み
る
と
、
Ｓ
Ｘ
二
、
Ｓ
Ｘ

一
一
、
Ｓ
Ｘ

一

三
で
は
片
面
に
村
名

。
人
名
あ
る
い
は
商
人
名
を
記
し
、
他
面
に
内
容
量
を
記

す
タ
イ
プ
の
み
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｘ

一
五
で
は
片
面
に
村
名
と
人
名
の
み
を
記
す

も
の
と
、
片
面
に
村
名
、
他
面
に
人
名
を
記
す
も
の
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
時
期
差
に
よ
る
か
、
荷
の
性
格
を
も
含
ん
だ
相
違
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
記
さ

れ
た
内
容
量
に
も
違
い
が
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｘ
二
、
Ｓ
Ｘ

一
一
、
Ｓ
Ｘ

一
三
で
は
確



(4)

園
圏
日
廻

圃
阻
闊
鰻

(6)裏

(9)表

躙
団

閻

圏

一

＞

(10
DE~―

磯ⅧⅧⅧⅧ悦ⅧⅧⅧⅧ悦ⅧⅧⅧⅧⅧⅧ期悦期一隣　　・４８

―

lEIl



年

　

　

∩

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

旧

― Ｉ

Ｆ Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ

悧

― ―

― Ｉ

Ｕ

頑
綾

罐

嘲

(18))( (17)

口     ~  D



(26)



2001年 出上の木簡

認
で
き
る
四
点
が
い
ず
れ
も
四
半
で
、
⑩
も
少
な
く
と
も
斗
単
位
で
あ
る
が
、

Ｓ
Ｘ

一
五
で
は
半
以
下
の
単
位
が
記
さ
れ
て
い
る
。
阿
波
で
は
五
斗
が
単
位
と

な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
例
も
あ
る
が

（本
誌
第
二
二
号
）、
こ
の
資
料
群
で
は

四
斗
を
ひ
と
つ
の
基
準
と
捉
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
端
数
に
関
す
る
相
違
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
遺
跡
出
土
の
荷
札
木
簡
で
は
、
幕
末
か
ら
近
代
初

期
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
そ
れ
以
前
の
も
の
の
比
較
に
お
い
て
、
時
期
差
に
伴

う
何
ら
か
の
理
由
に
よ
る
表
記
の
内
容
や
方
法
の
差
異
を
指
摘
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
な
お
、
判
読
で
き
た
村
名
は
高
知
平
野
の
西
縁
部
や
東
縁
部
に
所
在

す
る
。

次
に
、
下
方
を
細
く
し
な
い
平
面
形
で
、
且
つ
上
端
部
に
穿
孔
さ
れ
る

一
群

が
存
在
す
る
。
両
面
に
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
る
も
の
や
、
刻
書
さ
れ
る
も
の
が

あ
る
ほ
か
、
内
容
か
ら
も
免
札
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
機
能
を
想
定
で
き
る

も
の
が
あ
る
。

以
上
の
文
字
資
料
と
そ
の
他
の
調
査
成
果
を
併
せ
て
み
た
場
合
、
本
遺
跡
を

営
ん
だ
主
体
と
地
方
知
行
と
の
関
係
な
ど
、
極
め
て
興
味
深
い
問
題
に
関
す
る

情
報
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
釈
読
は
土
佐
史
談
会
の
高
橋
史
朗
氏
に
お
願
い
し
た
。

９
　
参
考
文
献

高
知
県
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『高
知
城
伝
下
屋
敷
跡
』
全
一〇

０

一年
）

（池
澤
俊
幸
）

木
　
簡
　
研
　
究
　
第
二
〇
号

巻
頭
言
―
機
器
の
日

。
人
の
目
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

田
　

率

一
九
九
七
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
い
　
平
城
京
跡
②
　
主目
野
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
酒

船
石
遺
跡
　
長
岡
宮
跡
　
長
岡
京
跡
左
京
二
条
四
坊
三
町
　
長
岡
京
跡
右
京
六

条
二
坊
六
町
　
平
安
京
跡
右
京
三
条

一
坊
三
町
　
平
等
院
庭
園
　
細
工
谷
遺
跡

大
坂
城
跡
　
天
満
本
願
寺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡
　
東
浅
香
山
遺
跡
　
猪
名
庄
遺

跡
　
屋
敷
町
遺
跡
　
加
都
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
境
谷
遺
跡
　
茂
利
宮
の

西
遺
跡
　
安
坂

・
城
の
堀
遺
跡
　
大
将
軍
遺
跡
　
大
脇
城
跡
　
瀬
名
川
遺
跡
　
明

治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
　
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
遺
跡
　
山
崎
上
ノ
南
遺
跡
Ｂ
地
点

西
原
遺
跡
　
松
本
城
三
の
九
跡
小
柳
町
　
松
本
城
下
町
跡
伊
勢
町
　
一二
輪
田
遺
跡

一
本
柳
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
一二
条
遺
跡
　
上
高
田
遺
跡
　
山
田
遺
跡
　
払
田
柵

跡
　
大
光
寺
新
城
跡
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
金
石
本
町
遺
跡
　
一戸
水
大
西
遺
跡
　
堅

田
Ｂ
遺
跡
　
七
尾
城
下
町
遺
跡
　
蛇
喰
Ａ
遺
跡
　
一
一口
五
反
田
遺
跡
　
清
水
堂
Ｆ

遺
跡
　
下
ノ
西
遺
跡
　
中
倉
遺
跡
　
大
御
堂
廃
寺
　
一二
日
谷
Ｉ
遺
跡
　
有
福
寺
遺

跡
　
一局
田
遺
跡
　
百
間
川
米
国
遺
跡
　
津
寺
遺
跡
　
末
原
窯
跡
群

（灰
原
上
層
）

萩
城
跡

（外
堀
地
区
）

一局
松
城
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
上
長
野
Ａ
遺
跡
　
香
椎
Ｂ

遺
跡
　
博
多
遺
跡
群
　
魚
屋
町
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
二
〇
）
藤
原
宮
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（
一
）
山
垣
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡

（深
田
地
区
）

袴
狭
遺
跡

入
佐
川
遺
跡
　
出
雲
国
庁
跡

再
び
長
屋
王
家
木
簡
と
皇
親
家
令
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
木
　
充

長
野
特
別
研
究
集
会
の
記
録

信
濃
の
古
代
と
屋
代
遺
跡
群
…
寺
内
隆
夫
、
七
世
紀
の
屋
代
木
簡
…
偉
田
伊
史
、

七
世
紀
の
地
方
木
簡
…
鐘
江
宏
之
、
七
世
紀
の
宮
都
木
簡
…
鶴
見
泰
寿
、
律
令
制

の
成
立
と
木
簡
十
七
世
紀
の
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
…
舘
野
和
己

書
評
　
佐
藤
信
者

『日
本
古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
藤
敦
史

新
刊
紹
介
　
大
庭
脩
編
著

『木
簡
―
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
』
　

丸
山
裕
美
子

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




